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実践日 2015/06/01 

【橘コメント】 
 子ども中心主義の教育観から言えば，教科学習の系統化及び構造化は，単に教師の主観による内容の組

み替えではなく，子どもの認識の過程を追いながら行われていくべきものである。そのためにもまずは土

台となる認識の構造表を教師が設定しておき，そこから子どもの実態に合わせて，内容を随時付加，修正

していくことが大切である。そしてその過程を教師と子どもが共有することで，子どもの概念は教科の本

質へと向かっていく。子どもの知の創造に向かう「理科日記」は年間を通して継続して行うようにしたい。 

The Futaka Spirit 

各グループごとの実験結果について交流する 

感受・想像・意味付けをもとに，知を見出していく 

自然発生的な交流を通して自己の内面に働きかけ，自分にとって意味のある知を創造していく 

自分達の実験結果と比較，関連付けて考察する 

身の回りの資料も活用しながら総合的に考える 

【学習活動】 
１ 前時に行っ

た実験結果を

整理する。 
（本時の課題） 
 
 
 
 
 
 
 
２ 全体交流を

通して，自分

の考えをつく

っていく。 
（単元の課題） 
 
 
 
 
 
 
 
３ 単元の課題

に対する自分

の考えをまと

め，理科日記

を書く。 



本実践の主張点

年間指導計画を精査し，カリキュラムの再編を図る
昨年度までに，各教科において新カリキュラムにおける年間指導計画が作成され，観点名の変更な

どにより，今年度さらなる見直しが図られた。橘実践ではそれを受けて，年間指導計画の精査に挑戦
した。これにより，各単元の子どもの認知過程が構造化でき，見方・考え方を育む単元構想に生かす
ことができるという提案であった。東京書籍「新編新しい理科６」の教科書をもとに，「地球と私た
ちのくらし」「物の燃え方と空気」「動物のからだのはたらき」「植物のからだのはたらき」「人とか
んきょう」の５単元を組み換え，「地球に生きる①」という大単元化を図った。こうした認知過程の
構造化により，「内容の系統性が明らかになることで，軽重を考えながら問題解決場面を設定するこ
とができ，時数の精選が可能になる」ことや，「４観点の関係性を明確にしておくことで，子どもが
自分にとって意味のある知を創造していくための指導と評価の在り方が見えてくる」ことなどが示さ
れた。この提案に対し，討議の中では大きく以下の２点について議論が行われた。
○ 認知過程の構造化は単元や学年，教科を超えて汎用性があるか。
これについて授業者からは，教科性や単元の特性も多少はあるという回答であった。ただ，汎用性

があるかどうかは課題であるものの，授業者が構造表を作成するために教科書文責を丁寧に行い，単
元化を行ったことには価値があったのではないか。
○ 大単元で子どもの課題意識は持続するのか
長期ゴールを設定するにあたっては，ゴールの明確化など「志向」のしかけを工夫し，サイズの大

きい問題解決をすることで，より豊かな「自分にとって意味のある知」が創造されることが明らかに
なった。橘実践では，地球温暖化に関するニュース，各種資料などから，単元の課題は地球の問題で
あると同時に自分の問題でもあるという意識をもたせていた。理科日記によってどんな知が創造され
たのかを自己評価し，教師が見て取りフィードバックすることで，大単元の中で子どもがそれぞれに
問題解決をしていく過程が見えたことも成果の１つである。

創造された知と４観点の関係性を明らかにする
昨年度は創造された知を第４観点と置いていたため，他の 3観点が第 4観点のために寄与するとい

う構図になり，観点間の階層性が問題視されてきた。本年度は，4 観点(知識・理解・技能を含む)を
育むことにより，自分にとって意味のある知が創造されるという解釈になった。そこで橘実践では，
創造された知をどのようにとらえるかについての提案があった。大きく 4点。①創造された知の想定
について②知識・理解・技能とのさび分けについて③知が創造されるタイミングについて④カリキュ
ラム上の位置付けについて。特に①では，創造された知はある程度枠組みを想定できるとしていた。
創造された知は，一人一人の子どもが自分にとって意味あるものとして見出した知であるので，知識
・理解・技能のようにまとめることはできないが，そことさび分けをすることで，なぜ知の創造を目
指すのかがはっきりしてきた。

振り返りノートにより子どもの変容を見て取り，指導に生かす
討議では本単元の振り返りノートである「理科日記」の運用の仕方について議論となった。子ども

たちが毎時の意味付けを振り返る「理科日記」により，自分にとって意味のある知が育まれるという
主張は正しいといえる。ただ振り返りを書かせるのではなく，問題解決や知の創造を意識することで，
長期レベルでの子どもの変容を見て取ることができる。しかし，これがどこまで継続可能なものかと
いうことについて疑問視する意見も出された。また，授業後の振り返りに頼りすぎるあまり，即時的
な評価がおろそかになるのではないかという意見も出された。

成果と課題
○ 年間指導計画の精査により子どもの認知過程が構造化され，長期レベルでの見方・考え方を育む
ための単元化が可能となった。

○ 創造された知についてある程度の枠組みを想定したことや，知識・技能・理解とのさび分けが行
われたことで，これまで分かりにくかった「自分にとって意味のある知を創造する」ことについて
の解釈が明らかになった。

△ 「理科日記」での見取りによって，子どもが自分にとって意味のある知を創造する姿が分かりや
すく表出されたものの，それに頼りすぎる指導では，即時的な評価・指導につながらないのではな
いかという課題が残った。

橘実践 【第６学年 理科】
～ 地球に生きる① 自然の恵みと私たちの生活 ～

子どもが教科の本質に迫りつつ，自分にとって意味のある知を創造することが

できるようにするために，指導と評価の在り方を明らかにする。

方策Ⅰ 年間指導計画を精査し，カリキュラムの再編を図る。

方策Ⅱ 創造された知と４観点の関係性を明らかにする。


